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服
部
比
呂
美

　

本
書
は
、「
民
俗
学
と
は
何
か
」
を
問
い
直
す
こ
と
を
目
的
に
編
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
民
俗
学
は
、
柳
田
國
男
が
折
口
信
夫
の
理
解
と
協
力
を
得
て
確
立

し
た
。
そ
れ
は
単
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
や
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル
ク

ス
ク
ン
デ
の
翻
訳
学
問
で
は
な
く
、
民
間
伝
承
の
比
較
研
究
か
ら
、
そ
の

内
容
を
歴
史
情
報
と
し
て
分
析
し
、
文
献
資
料
だ
け
で
は
描
け
な
い
文
化

の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
献
資
料
に
よ
る
歴

史
情
報
の
上
に
伝
承
情
報
を
の
せ
、変
遷
を
見
出
す
と
い
う
方
法
を
十
分
に

理
解
し
た
折
口
は
、そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
を
打
ち
立
て
て
い
っ
た
。

　

編
著
者
・
新
谷
尚
紀
氏
は
本
書
の
中
で
、戦
後
の
大
学
教
育
に
お
い
て
、

民
俗
学
の
基
本
的
な
視
点
と
方
法
で
あ
っ
た
比
較
研
究
法
が
全
否
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、民
俗
学
の
独
自
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
嘆
き
、

こ
れ
を
再
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た

な
世
代
の
民
俗
学
徒
に
対
し
て
は
、
民
俗
学
が
伝
承
分
析
の
学
問
で
あ
る

と
い
う
基
本
姿
勢
か
ら
、
あ
ら
た
に
「
民
俗
伝
承
学
」、
英
語
で
はT

he 
Study of T

raditions: traditionology 

と
名
乗
る
べ
き
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。

　

本
書
の
構
成
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
「
民
俗
伝
承
学
と
は
何
か
」
に

は
、
新
谷
氏
の
「
民
俗
伝
承
学
の
視
点
と
方
法
」、
関
沢
ま
ゆ
み
氏
の
「
比

較
研
究
法
の
有
効
性　

―
時
差
の
あ
る
変
化
：
そ
の
研
究
実
践
例
か
ら

―
」、
小
川
直
之
氏
の
「
祖
霊
と
未
完
成
霊　

―
折
口
信
夫
と
柳
田
國
男

の
祖
霊
信
仰
論
―
」
の
三
論
文
が
収
録
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
柳
田
・
折
口

以
来
の
研
究
方
法
の
独
創
性
を
意
義
づ
け
て
い
る
。

　

第
二
部
「
民
間
伝
承
学
の
実
践
」
に
は
、
編
者
が
九
年
間
、
國
學
院
大

學
で
指
導
し
た
学
生
の
論
文
を
収
録
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
全
国
的
な
視
野

で
蒐
集
し
た
伝
承
実
態
の
比
較
研
究
、
個
別
課
題
の
事
例
研
究
、
一
定
地

域
内
で
の
詳
細
な
事
例
研
究
と
比
較
研
究
の
併
用
、
か
つ
て
は
盛
ん
で
現

在
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
民
俗
事
象
の
研
究
な
ど
に
分
類
で
き
る
が
、
い
ず

れ
も
民
俗
の
歴
史
世
界
を
動
態
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
「
民
間
伝
承

学
」
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
Ａ
５
判
、
三
二
〇
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
発
行
、

九
五
〇
〇
円
＋
税
）

紹　介

新
谷
尚
紀
編

『
民
俗
伝
承
学
の
視
点
と
方
法

　
―
新
し
い
歴
史
学
へ
の
招
待
―
』


